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文責：校長 大内雅之

新型コロナウイルス感染症への対応に感謝
～できることを確実に～

新型コロナウイルス感染症の猛威はまだまだ終わりが見えません。いつ、だれが罹っても仕方
のない状況だと思っていますが、現在のところ、北小の子どもたちからの感染報告はありません。
それに伴う学級閉鎖等も回避できています。
これは、日頃の子どもたちの対応のたまもの、保護者の皆さんの協力、先生方の対応等が相互

に関連しあってのことと思っています。本当にありがとうございます。しかし、ここで、気を抜
くことはできません。ただ、今できることは、できることを確実に行っていくことしかないと思
っています。引き続き、ご協力の程よろしくお願いします。

〇 子どもたちの毎日の検温、体調確認。下校後の行動確認（外出、習い事等）。
〇 できる限り不織布マスクの着用。手洗い・換気等の励行。密の回避。
〇 子ども、同居家族に風邪の症状が見られた場合は登校を控えること。
〇 家族のPCRの受検、濃厚接触者認定、学級閉鎖等あれば、できるだけ早い学校への連絡。

※ 平日・日中－学校0243-23-0029 休日・夜間－学校携帯080-2814-4808
〇 不要不急の外出の自粛。 等

新型コロナウイルス感染症に罹患することはどうしようもないこと。大事なのは「広げないこ
と」だと思っています。明日から、３連休になります。感染リスクを考えた行動をお願いします。

「やさしさの木」取り組み
～ぐんぐん葉っぱが茂っています～

身近な生活の中で、友達のやさしさやがんばりに気づき、みん
なで称賛していくという「やさしさの木」の活動ですが、子ども
たちが気づいて書いた「葉」がぐんぐん増えています。あっとい
う間に１枚目が終了。現在２枚目に入っています。保護者の皆さ
んに直接お見せできないのが残念でなりませんが、子どもたちは
とってもいい気づきをしています。素晴らしいです。同じ学級の
友達のことはもちろん、他の学級・学年の子に対する記述や先生
に対する記述も見られます。自分のことが書かれていると分かっ
た子が「葉」を通して返事を書くような場面も見られます。葉が
茂ることは学校内にやさしさが広がること。子どもたちの気づき
・交流がさらに広がるように支援していきます。

ちょっといい話 ～やさしさを行動で～
先日、郭内に住む方がわざわざ学校に出向いてこんな話をしてくれました。

「５日（土）か６日（日） 祖母が岩代に白菜をもらいに出かけたときに、
道路で転び、足にけがをして動けなくなってしまいました。その時に３人
の子どもが助けてくれて、大人の人を呼んでくれたんです。３人は
男子２名、女子１名で、男子は二本松北小の子だと思うのですが・・。
なんとかして直接お礼を伝えたいのですが、名前も分からず・・・。」

という話でした。
見て見ぬふりをせず、対応してくれたこと、本当に素晴らしい行動だと思っています。本当に

ありがとう。心が温かくなりました。もし、心当たりの人がいたら、学校に伝えてくださいね。

新 半袖運動着販売開始（２／１１～）

検討を重ねてきた新半袖運動着の在校生向けの販売がスタートします。価格は
サイズにより異なりますが、2,090 円～ 2,650 円になります。併せて新ゼッケンは
55 円になります。もちろんこれまでの運動着の着用も全く問題ありません。必
要な場合は、お近くの組合店（安斎衣料店（根崎）くにおか（竹田）ファッショ
ンパークワタナベ（郭内））でお求めください。

 

輝け！北っ子！



なんとか、学校を起因とする新型コロナウイルス感染症の拡大は防ぎたいと考えています。

子どもの「不織布マスク」の
正しい着用にご協力ください

※ 子どもの体質や体調等によっては ,不織布マスクの着用が難しい場合もあるかと思います。
マスクの着用について、心配事などあればご相談ください。

ノーズワイヤーをWの形
にしてからマスクを装着すると鼻の封鎖性は大変良くなります。


